
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
  

物価高騰により影響を受けている市内経済の活性化を目的に、市内の対象店舗においてキャッシュレス

決済サービス(スマートフォンを利用した決済）にて支払いをした場合に、消費者が最大20％分のポイント

を後日付与されるキャンペーンを実施します。（令和7年10月～12月の間に、約1か月間の実施を予定） 

■ 対象店舗 

市内キャッシュレス決済事業者加盟店（ただし、大手チェーン店、コンビニ、病院、金券ショップなどは除く） 

■ キャンペーンポイント  

決済額の最大20％ / １回あたり付与上限： 5,000円相当 / 期間中付与合計上限：10,000円相当 

会派チームみらいは、令和7年度日野市一般会計補正予算（第2号）に対し、以下修正案を提出しました。 

歳入 指定寄付金）地域共創プログラム実証活動  550千円 削除を求める 

歳出 地域共創プログラム推進業務委託料      550千円 削除を求める 

理由（概要） 企画総務委員会にて、補正予算化した事業内容、狙う効果性に対し、明確な答弁なしと判断。 

日野市妄想実現課の事業で「参加者にクラウドファンディングを実施させてあげたい！」との市側の説明。概算見積もり

等550千円とした根拠は？との質問に対し「会議参加者が具体化するのはこれからのため現時点では概算見積もりは

答えられない」との答弁でした。他質問でも市民への合理的説明責任が果たせず！との判断に至りました。これは、事業

内容の是非以前の問題であり、自治体会計上の財政規律を乱す恐れがあるとの理由から修正（削除）案を提出しました。 

 

みんなの想いを力に変えて確かな未来を創る！！ 
令和７年第２回日野市議会定例会が６月２日から18日まで開催され、

市長より提出された議案（物価高騰対応重点支援給付金などが盛り込ま

れた令和7年度日野市一般会計補正予算含む）や、市民からの請願2件、

補正予算(第2号)に対し会派チームみらいから一部削除を求める修正動

議が提出されるなど、活発な議論が交わされました。 

本定例会での審議事項や、一般質問で『島谷ひろのり』がピックアップ

した内容、トピックスも含め、以下、主な内容をご報告させて頂きます。 

2025 年 夏号 No.30 

■令和7年第２回定例会 議案等審議結果についての詳細は日野市議会ＨＰへ 
https://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1029186.html 日野市HP ページID 1029186 

 

Ⅰ． 令和7年度日野市一般会計補正予算（第2号）に対する修正案提出について（不採択）  

Ⅱ． キャッシュレス決済サービスを利用した経済支援について (10月～12月の間に、約1か月間の実施を予定） 

Ⅲ． 日野市住宅防犯対策補助金の受付開始について（令和7年8月18日スタート）  

■ 補助の対象となる防犯機器 

１．防犯カメラの購入及び設置   2．カメラ付きインターホンの購入及び設置 

3．センサーライト、センサーアラームの購入及び設置  

4．防犯性能の高い窓ガラスの購入及び設置  

5．雨戸、シャッター、面格子の購入及び設置  6．防犯フィルムの購入及び設置 

7．防犯性能の高い錠や補助錠の購入及び設置  

8．サムターンカバー、カム送り防止具、ガードプレートの購入及び設置 

9．ダミーカメラの購入及び設置  10．防犯砂利の購入及び設置  

11．その他、侵入盗被害防止に有用であると市長が認める機器・設備の購入及び設置 

※譲受品、リース品、個人間売買・オークション・フリマアプリでの購入品は対象外です。 

※設置費用を請求できるのは、専門業者が設置した場合に限ります。 

※対象となる防犯機器かどうか判断に迷う場合は、購入前に一度ご相談ください。 

強盗・空き巣等への防犯対策の

ため、ご自宅に設置する防犯カメラ

等の防犯機器の購入・設置費用の

一部を補助する事業が令和7年8月

18日から受付開始となります。 

※重要 申請には、購入したことが

分かる領収書が必要となります。申

請開始日まで領収書を大切に保管

しておいてください。 

日野市HP(QRコード) ⇒ 

■日野市防災安全課 

電話 042-514-8963 

議会では否決!! 

不賛同 自民３・公明４・無会派５ 

https://www.city.hino.lg.jp/shigikai/gian/1029186.html


                 
□質問主旨  国土交通省では道路政策のビジョン「２０４０年、道路の景色が変わる ～人々

の幸せにつながる道路～」が令和２年６月に提言として取りまとめられ、令和４年８月には

「今、道路の景色を変えていく ～2040年道路政策ビジョンへのロードマップ～」として、取

り組み内容も具体化されております。今回は「人中心の道路空間(賑わい空間)の実現に向

けて」という部分に絞り、日野市の姿勢を確認しました。 

●島谷ひろのり議員⇒ 地域の賑わいを創出する日野市内イベントと言っても、主催する団体や内容、利活用エ

リアによって、市側の相談窓口も「地域協働課」や「産業振興課」、「都市農業振興課」や「区画整理課」というケ

ースもあり、ひとくくりに「イベント」と表現しても、窓口として対応する担当課が、多岐に渡る現状は理解する。

しかしながら、庁内で様々な成功事例が共有化されるなり、更に良い企画を生み出す相乗効果が生まれている

ような、良い意味で活発な状況であると言える状況には設けられないとも認識する。道路（車道・歩道）の占有

許可申請や利活用状況も同様、「前例踏襲型」から脱却できていないのではないか？日野市まちづくりマスタ

ープランでも「道路」という公共空間の利活用が、これまで謳われてきた。日野市としても市内団体方々や庁内

各課、対応する職員とが意識合わせできる共通のガイドラインを策定すべきではないか？  

◆日野市  道路の目的は本来、交通の円滑化や安全性の向上、地域間の連携を強化することであり、現状として日野市で

は道路空間を利活用した地域活性化施策に関しては、充分に議論されていない。したがって、道路空間の利活用に関しては、

まずは関係機関と相談しながら議論を深めていきたいと考えている。 

●島谷ひろのり議員⇒ 全国様々な自治体で、道路空間の利活用を目的とした道路占有ガイドラインが策定さ

れており、地域の積極的な自主性を応援する姿勢を前面に打ち出している。（例：川崎市等）前例踏襲型から

の脱却。新しいことへのチャレンジ。挑戦を応援する。そして日野市の眠っている魅力、地域の情熱への火付け

役になるべく、ガイドライン策定に向けての今後の動きに期待したい。 

 

 

□質問主旨  「買い物困難」という問題に触れると「高齢者対策」という部分が色濃く表れるテーマですが、高齢者に

限った問題ではなく、働き世代や若者の生活動線も視野に入れた対策（計画策定）が今後必要ではないか？との主

旨で日野市の見解を質しました。 

●島谷ひろのり議員⇒ 日野市はイオンモール多摩平の森と「包括連携協定」を既に結んでいるが、「買い物困

難者支援」という目線での、締結内容ではない。「まいばすけっと誘致」といった、少し踏み込んだ包括連携協

定も、今後の将来不安を解消する上でも重要ではないか？また、生活者を守るという視点に立って、いまから

「買い物困難者」を想定した「まち全体のリスク管理」を把握する分析（GIS 活用）を進める必要があると考え

るが、見解を伺う。 

◆日野市  現在、日野市にまいばすけっとの店舗はないが、市民の皆様の声などを踏まえながら、イオングループと協議し

てまいる。市では ArcGIS（アークジーアイエス）という地図情報システムを導入しており、このシステムを活用し、建物の状

況・高齢化率・公共交通空白地域・スーパーの商圏等を俯瞰的・分野横断的に地域の課題として可視化するといった地域分

析を行うことは可能。商業振興条例に基づいた、事業者や消費者が懇談する場である商業振興条例推進協議会の場も活用

できる。一方で、こうした情報は、センシティブな側面を持つ情報でもあり、その取扱いや運用は慎重に検討していく。 

●島谷ひろのり議員⇒ 現在は無人型による販売形態についても実証が進み、導入実績を積み重ねている企

業・団体も多い。新しい商圏、販路拡大に即したコンポーネントの紹介や、事業継承に向けた人財のマッチング。

今以上の「買い物困難者」を生み出さないための支援の在り方について、包括的に検討していただきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔 １ 〕 道 路 空 間 の利 活 用 で日 野 市 の魅 力 を更 に引 き出 そう！ ！ ガイドライン策 定 について問 う  

Ⅳ． 島 谷 ひろのり一 般 質 問 （ 概 要 ）  

〔２〕 買い物困難者が更に増える前に、本腰を入れた対策を！！（既存店舗支援・店舗誘致等）  


